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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月31日(2013.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　このように直動テーブル１は、移動方向に直交する２方向をガイドによって支持され、
両サイドに配置されたリニアモータ５ａ、５ｂは、直動テーブル１の移動方向であるＸ方
向に推力を発生させる。リニアスケール６ａ、６ｂは、それぞれ直動テーブル１のＸ方向
位置を計測する。回転テーブル２は、直動テーブル１に搭載され、図示しない駆動手段と
してモータと、回転角度を検出する手段として高分解能のロータリエンコーダと、を備え
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動方向に直交する２方向をガイドによって支持された直動テーブルと、
　前記直動テーブルに搭載された回転テーブルと、
　前記直動テーブルの傾きを検出する傾き検出手段と、
　前記回転テーブルの回転角度を検出するロータリエンコーダと、
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　前記ロータリエンコーダの検出値から前記傾き検出手段の検出値を減算する減算器と、
　前記回転テーブルの回転角度指令値及び前記減算器の出力に基づいて、前記回転テーブ
ルの回転角度を制御する制御系と、を有することを特徴とする位置決め装置。
【請求項２】
　移動方向に直交する２方向をガイドによって支持された直動テーブルと、
　前記直動テーブルに支持された回転テーブルと、
　前記直動テーブルの傾きを検出する傾き検出手段と、
　前記直動テーブルの位置を検出する位置検出手段と、
　前記回転テーブルの回転角度を検出するロータリエンコーダと、
　前記直動テーブルの位置指令値及び前記位置検出手段の検出値に基づいて、前記直動テ
ーブルの前記移動方向の位置を制御する第１の制御系と、
　前記位置指令値に基づいて、前記直動テーブルの傾き指令値を生成する傾き指令値生成
器と、
　前記傾き指令値及び前記傾き検出手段の検出値に基づいて、前記直動テーブルの傾きを
制御する第２の制御系と、
　前記回転テーブルの回転角度指令値から前記傾き指令値を減算する減算器と、
　前記減算器の出力及び前記ロータリエンコーダの検出値に基づいて、前記回転テーブル
の回転角度を制御する第３の制御系と、を有することを特徴とする位置決め装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された位置決め装置と、
　前記位置決め装置に配置された保持手段と、
　工具と、
　前記工具を旋回させるスピンドルと、を備え、
　前記保持手段に保持された被加工物を前記工具によって加工することを特徴とする加工
機。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載された位置決め装置に位置決めされた被加工物を工具によって加
工することを特徴とする被加工物の製造方法。
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